
 

学 ⻑ 定 例 記 者 会 ⾒ 要 項 
 

⽇  時： 令和３年５⽉ 13 ⽇（⽊） １１：００〜１１：４５ 
場  所： 法⼈本部第⼀会議室（⼩⽩川キャンパス法⼈本部棟３階） 

 

    発表事項   
 

１．⼭形⼤学の新型コロナウイルス感染対策 
〜授業実施における感染防⽌の取り組み〜 
 

２．2021年度JT「SDGs貢献プロジェクト」に採択 
 
３．基盤共通教育科⽬「YU empowering with SDGs」を開講  

〜県内企業、⾃治体等との連携による学修カリキュラム〜 
 

４．リコージャパン(株)と⼭形⼤学の提案企画が⼭形県委託業務に2年連続共同採択 
〜学習会を通して若者の環境への理解促進をサポート〜 

 
５．教職の魅⼒創造プロジェクト 

〜ＰＲ動画が完成しました！〜 
 

６．⼭形の⾷の魅⼒発信「やまがた⾷育・地産地消ガイド2020」を発刊 
〜⾷育・地産地消推進プロジェクトの成果〜 

 
 

  お知らせ   

１．⼭形県⽴博物館開館50周年記念特別展に⼭形⼤学理学部も協⼒します 

２．⼭形⼤学公開講座「憧憬の⽂学 ⽂学の憧憬」のご案内 
 
 

（参 考） 
○ 次回の学⻑定例記者会⾒（予定） 

⽇  時：令和３年６⽉３⽇（⽊）１１：００〜１１：４５ 
場  所：法⼈本部第⼀会議室（⼩⽩川キャンパス法⼈本部棟３階） 
 

 



 

学⻑定例記者会⾒（５⽉ 13 ⽇）発表者 

 
１．⼭形⼤学の新型コロナウイルス感染対策 

〜授業実施における感染防⽌の取り組み〜 
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せ ん よ

 勝実
か つ み
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２．2021 年度 JT「SDGs 貢献プロジェクト」に採択 
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３．基盤共通教育科⽬「YU empowering with SDGs」を開講 
〜県内企業、⾃治体等との連携による学修カリキュラム〜 

副学⻑                        林⽥
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４．リコージャパン(株)と⼭形⼤学の提案企画が⼭形県委託業務に2年連続共同採択 

〜学習会を通して若者の環境への理解促進をサポート〜 

学術研究院 教授（有機化学・光化学）         栗⼭
くりやま

 恭
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５．教職の魅⼒創造プロジェクト 
〜ＰＲ動画が完成しました！〜 
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６．⼭形の⾷の魅⼒発信「やまがた⾷育・地産地消ガイド 2020」を発刊 

〜⾷育・地産地消推進プロジェクトの成果〜 

地域教育⽂化学部 地域教育⽂化学科 4 年        佐藤
さ と う
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配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和３年（2021年）5⽉13⽇ 

⼭形⼤学の新型コロナウイルス感染対策 
〜授業実施における感染防⽌の取り組み〜 

【本件のポイント】  
● 感染対策を徹底し、学⽣の多様な学びの機会を確保 
● マスク・⼿指消毒・三密の回避など⼀般的な感染対策のほか、独

⾃開発の⼆次元コードによる着座情報収集システムなど、ICTを活
⽤した先進的な対策を実施 

● ⼗分な感染対策のもとで対⾯授業のほかアクティブラーニングや
実習・実験、フィールドワーク、インターンシップを実施 

【概要】 

⼭形⼤学では、現在の⼤学教育において社会的に求められている、⼗分な感染対策をした上で教育効果の⾼い
授業形態による教育の実施や、個々の学⽣の事情に配慮した多様な学びの機会を提供しています。⼀般的な感染
対策であるマスク着⽤、⼿指消毒、三密の回避、⾏動記録の他に、適切な教室定員の管理、⼆酸化炭素濃度計を
⽤いた教室換気、独⾃開発の⼆次元コードによる着席記録、学⽣の事情に配慮した受講機会の確保、学外活動や
課外活動における活動計画の集約、⼀元的な健康管理を実施しています。地域の感染状況にもよりますが、今後
は講義室における対⾯授業のほか、⼗分な感染対策を実施した上で議論や発表を⾏うアクティブラーニング型授
業や実習・実験、学外活動となるフィールドワークやインターンシップを順次実施していきます。 

 
【背景】 

現在の⼤学教育においては、単に対⾯授業を実施する・しないというこ
とだけではなく、⼗分な感染対策のもと、最も教育効果の⾼い授業形態に
よる教育の実施や、個々の学⽣の事情に配慮した多様な学びの機会の提供
が社会的に求められています。 
⼭形⼤学では、⼀般的な感染対策であるマスク着⽤、⼿指消毒、三密の回
避、⾏動記録の他に以下のような取り組みを⾏い、アクティブラーニング
や実習・実験・フィールドワーク・インターンシップといった多様な授業
を開講しています。また、個々の学⽣の事情に配慮した受講⽅法を提供し
ています。 
 
【感染対策】 
・教室定員の約半分での授業実施 

原則として学⽣間で1.5mの間隔が取れるよう、座席を1つ空けて着席しています。そのような間隔が取れない⼤⼈
数の授業はオンラインで実施しています。 

・講義室換気と⼆酸化炭素濃度計の活⽤ 
⼩⽩川キャンパスでは、終⽇講義室の対⾓の窓を開放して⼗分な換気を
するとともに⼆酸化炭素濃度計に連動した換気を⾏なっています。 

・独⾃開発の⼆次元コードによる着席記録 
学⽣が各座席の⼆次元コードをスマートフォンで撮影して着席記録を⾏
い、⼤学が⼀元的に管理することで迅速な調査を可能としています。 

・学⽣の事情に配慮したオンライン授業 
本⼈や家族の健康⾯での事情で通学が困難な学⽣には、対⾯で実施され
ている授業を遠隔で受講できるよう配慮しています。 



 

・実習に備えたPCR検査の実施 
学外の⼈々と接触する可能性のある実習においては、参加前にPCR検査
を実施している科⽬もあります。 

・課外活動状況の把握 
サークル活動などの課外活動は事前に活動計画を提出し、活動は許可制
としています。 

・⼀元的な健康管理と迅速な意思決定 
学⽣や教職員の健康状態を保健管理センターが⼀元的に管理し、それを
もとに迅速な意思決定を⾏います。 

 
【今後の展望】 

世界的に新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な状況下、今後も学⽣の⽬線で質の⾼い⼤学教育を継続的に提
供していきます。 

 
 
 お問い合わせ    

学術研究院 教授  千代 勝実 （基盤共通教育担当） 
TEL  023-628-4973  メール senyo＠kdw.kj.yamagata-u.ac.jp 



山形大学の
新型コロナウイルス感染対策

～授業実施における感染防止の取り組み～

山形大学学士課程基盤教育機構 千代 勝実



• 感染対策を徹底し学生の多様な学びの機会を確保

• マスク・手指消毒・三密の回避など一般的な感染対
策のほか、独自開発の二次元コードによる着座情
報収集システムなど、ICTを活用した先進的な対策
を実施

• 十分な感染対策のもとで対面授業のほかアクティ
ブラーニングや実習・実験、フィールドワーク、イン
ターンシップを実施

山形大学の新型コロナウイルス感染対策～授業実施における感染防止の取り組み～

【本件のポイント】



【背景】

02山形大学の新型コロナウイルス感染対策～授業実施における感染防止の取り組み～

• 十分な感染対策のもと、最も教育効果の高い
授業形態による教育の実施や、個々の学生の
事情に配慮した多様な学びの機会の提供への
社会的要請

• 一般的な感染対策であるマスク着用、手指消
毒、三密の回避、行動記録の他、さらなる感染
対策のもとで対面授業のほかアクティブラーニ
ングや実習・実験、フィールドワーク、インターン
シップを実施



【独自の感染対策】

03山形大学の新型コロナウイルス感染対策～授業実施における感染防止の取り組み～

• 教室定員の約半分での授業実施

• 学生間隔を約1.5mとして着席

• 講義室換気と二酸化炭素濃度計の活用

• 対角窓開放と二酸化炭素濃度計による
モニター

• 独自開発の二次元コードによる着席記録

• 各座席の二次元コードを学生が撮影し
大学で記録



04山形大学の新型コロナウイルス感染対策～授業実施における感染防止の取り組み～

• 学生の事情に配慮したオンライン授業

• 健康上の理由で通学困難な学生に
オンライン授業提供

• 実習でのPCR検査の実施

• 学外での実習では参加前PCR検査

• 課外活動状況の把握

• サークル活動等は事前に活動計画書提出・許可制

• 一元的な健康管理と迅速な意思決定

• 学生・教職員の健康状態の把握と迅速な意思決定



【まとめ】

05山形大学の新型コロナウイルス感染対策～授業実施における感染防止の取り組み～

学生やご家族、地域の状況に配慮しながら、
十分な感染対策のもと、効果的な教育を提供

山形大学の教育の強みである
地域での実習・フィールドワーク・インターンシップなど
学生が主体的に取り組む課題解決型授業を実施

地域の感染状況に応じて対面・オンラインといった
授業形態を柔軟に変更

お問い合わせ
学術研究院 教授 千代 勝実 （基盤共通教育担当）
TEL 023-628-4973 メール senyo＠kdw.kj.yamagata-u.ac.jp



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和３年（2021年）５⽉13⽇ 

2021年度JT「SDGs貢献プロジェクト」に採択  
 
【本件のポイント】  

● ⼭形⼤学は、昨年の「YU empowering with SDGs（※１）」宣⾔に
より、社会の持続可能な発展に向けた地域の取組を積極的に
empower!しています。 

● このたび、2021年度JT「 SDGs貢献プロジェクト（※２）」に本学 
申請事業「SDGsビジネスプランコンテストによる事業化⽀援および学⽣SDGsプロジェクトコンテストによ 
る活動⽀援」が採択。 

● 本採択により、JT⼭形⽀店様とのパートナーシップで本学のSDGsに関するビジネスプランコンテストと学⽣ 
によるプロジェクトをempower!します。 

【概要】 
本学が全学を挙げて取り組んでいる SDGs 推進活動が、⽇本たばこ産業（ＪＴ）が実施する 2021 年度 JT「SDGs

貢献プロジェクト」に採択されました。このプロジェクトは、「格差是正」、「災害分野」、「環境保全」に取
り組む団体の事業を⽀援するもので、⼭形⼤学では初めての申請・採択となります（助成期間は令和 3 年 5 ⽉か
ら令和 4 年 4 ⽉までの１年間、助成⾦ 150 万円）。事業名は「SDGs ビジネスプランコンテストによる事業化⽀
援および学⽣ SDGs プロジェクトコンテストによる活動⽀援」。本学が⾏っている、起業家育成講座「EDGE-
NEXT 起業家育成プログラム」と、学⽣活動プロジェクトコンテスト「⼭⼤⽣の活動⽀援プロジェクト」におい
て、YU-SDGs パートナーである JT ⼭形⽀店様とのパートナーシップにより、地域の SDGs をさらに empower!
します。 

次世代の社会を担う若者に対して、SDGs に貢献できる活動を⽀援することで、直接的な効果はもとより地域
の意識変化を促す効果が期待されます。 

 
【JT「SDGs貢献プロジェクト」助成⾦交付式】 
 ⽇時：令和3年5⽉13⽇（⽊）10:30- 本学法⼈本部第⼆会議室 （本会⾒の直前に実施） 
    ⇒JT⼭形⽀店の墨

すみ
⾕
や

健⼆
け ん じ

⽀店⻑様から⽟⼿英利学⻑へ助成⾦交付書を⼿交いただきました。 
  
【背景】 
 昨今の⼤きな社会問題である「少⼦⾼齢化」「⼈⼝減少」は、⼭形県においても顕著であり、⾃然減少に加 
え進学・就職時における若者の県外転出などにより⼈⼝減少が続いている。さらに⼈⼝減少の進⾏により、⽣ 
産活動の低下、⽀え合いなどの地域コミュニティの弱体化といった様々な影響が懸念されている。 

⼭形⼤学では、将来の社会の担い⼿となる若者に対し、イノベーションを起こし地⽅活性化を⾃らが体現
するための教育に積極的に取り組んでおり、2017年（平成29年）からは早稲⽥⼤学と連携した「次世代アン
トレプレナー（起業家）育成事業」を開始し、⾃らがビジネスプランを構築・起業を⽬指す学⽣を育成してき
た。2021年2⽉現在で、学⽣起業４社が設⽴された実績がある。しかし、ビジネスプラン事業化にはスタート
アップ資⾦が必要な場合が多く、公的資⾦で運⽤する国⽴⼤学としては⾦銭的な⽀援が不可能であるため、さ 
らなる事業化の促進のためには⺠間資⾦等のスポンサードによる⽀援が切望されている状況にある。 

また、主に学⽣サークル等を対象とした地域貢献活動へのプロジェクト⽀援を継続して⾏っており、さら 
なる⽀援によって⼀層の活動の活性化が期待できる。 

 

 
 
 
 
 

お問い合わせ 
YU-SDGs タスクフォース    
エンロールメント･マネジメント部国際交流課･課⻑ 今野 浩美 
TEL  023-628-4118 メール rgkokusai＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



 

【YU-SDGsパートナーの現況と今後の展望】 
   本学では、昨年7⽉の「YU empowering with SDGs」宣⾔及び8⽉の「⼭形県、⼭形⼤学及び⼭形新聞社によ

るSDGsの推進に向けた共同宣⾔」により、社会の持続可能な発展に向けた地域の取組を積極的にempower!し、
「YU-SDGsパートナー」として20以上の企業･⾃治体･教育機関･政府機関等と協働しています。 

今回の助成⾦採択は、YU-SDGsとして初の助成⾦採択であり、これにより、従来からSDGsに貢献している本
学の起業家育成プログラムと学⽣活動⽀援プロジェクトを費⽤⾯から⽀援することが可能となりました。今後
は、県内企業等を中⼼にさらなるパートナーシップの拡⼤と深化を図り、SDGsの各⽬標の達成に貢献してまい
ります。 
 
 

※⽤語解説 
 1. YU empowering with SDGs： 

総合⼤学である⼭形⼤学が、研究や教育活動、学⽣サークル活動等により地域のSDGsを積極的に⽀援して 
いく事業の総称。「⼒づける、⼒を与える」という意味のempower！をキーワードに、地域社会の発展の 
ために全学をあげてSDGs推進活動に取り組んでまいります。 

 
 
 
 
 2. JT「SDGs貢献プロジェクト」：JTは「Rethink PROJECT（リシンク・プロジェクト）」として、地域に根 
  差した活動を実施しています。Rethink PROJECTはこれまでにない視点や考え⽅を活かして、パートナー 

のみなさまと「新しい明⽇」をともに創りあげていくために、社会課題と向き合うプロジェクトです。そ 
の取り組みの⼀環として、「SDGs貢献プロジェクト」ではJTの地域社会への貢献活動の重点３領域である 
「格差是正」、「災害分野」「環境保全」につながり、包括的かつ持続可能な地域社会の発展に貢献する活動を 
⽀援しています。 
 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和３年（2021年）５⽉13⽇ 

基盤共通教育科⽬「YU empowering with SDGs」を開講  

〜県内企業、⾃治体等との連携による学修カリキュラム〜 
【本件のポイント】  

● 今年２⽉に実施した「SDGsに関する意識調査アンケート」で
は、昨年7⽉に⾏った同調査と⽐べ、本学学⽣と教員のSDGs認
知度が⼤幅にアップ（学⽣：69.2％⇒89.0％、教員：43.4％⇒
83.7％） 

● 令和３年度に本学が開講する全4158科⽬のうち、3446科⽬が
SDGsの17⽬標のいずれかに関連（全体の82.9％）。 

● 令和３年度から基盤共通教育科⽬「YU empowering with SDGs
〜ローカルSDGsの実践」を新たに開講（右：4/26の講義）。 

 
【概要】 

本学では、昨年7⽉に“YU empowering with SDGs”の⽅針を掲げ、様々なSDGs活動をempower!していま
す。その結果、今年２⽉に実施した「SDGsに関する意識調査アンケート」では、昨年７⽉に⾏った同調査と⽐
べ、本学学⽣と教員のSDGs認知度が⼤幅にアップし（学⽣：69.2％⇒89.0％、教員：43.4％⇒83.7％）、令和
３年度に本学が開講する全4158科⽬のうち、3446科⽬がSDGsの17⽬標いずれかに関連（全体の82.9％）する
など、SDGsを実践する意識は確実に向上しています。 

このような中、上記アンケートに寄せられた“SDGsを⼤学で学びたい”という学⽣の意⾒も踏まえ、今年度基
盤共通教育科⽬として「YU empowering with SDGs〜ローカルSDGsの実践〜」を新たに開講しています。本
科⽬は、「本学のSDGsに関連する教育･研究と⼭形県内の企業･⾃治体等における先進的なSDGsの実践を学ぶ
ことによって“⾃分ごと”としてSDGsを捉え、⾏動できるようになること（シラバス（授業計画）より ※P4参
照）」を⽬的とし、県内の７名のローカルSDGsの実践者から講演いただき、学部１年⽣を中⼼に約60名が受講
しています。 

 
【SDGsに関する意識調査アンケート】 

⼭形⼤学では、前回（2020年7⽉）のアンケートを踏まえ、SDGsに関するポータルサイトの開設や、セミナー、
学⽣シンポジウムの開催などを⾏ってきましたが、学内における認知状況の変化を確認し、今後の取り組みに反映
することを⽬的に第２回のアンケートを⾏いました。概要は以下のとおりです。 

 
○期 間：【学⽣⽤】2021 年 2 ⽉ 2 ⽇〜2 ⽉ 15 ⽇ 

       【教員・職員⽤】2021 年 2 ⽉ 3 ⽇〜2 ⽉ 15 ⽇ 
        ⇒前回より 2，3 ⽇⻑い 

 
○⽅ 法：【学⽣⽤】web ⽅式のアンケートを WebClass（学習⽀援システム）で依頼 

       【教員･職員⽤】web ⽅式のアンケートをメールで依頼 
        ⇒前回と同じ 

 
○回答率：【学⽣⽤】7.7％（671/8664）（前回：19.2％） 

       【教員⽤】27.0％（227/842）（前回：32.8％） 
       【職員⽤】22.0％（309/1402）（前回：38.7％） 
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【学⽣⽤】 

☑ボックス前回同様、学部 1 年⽣の回答が半数近く、低学年ほど回答率が⾼い。 
☑「名前だけは知っている」まで加えると、69.2％⇒89.0％と認知度は格段にアップ。 
☑「SDGs をどこで知りましたか？」では、前回の「⼩中⾼の授業」から今回は「⼤学の講義」が 1 位に。 
☑「⼤学で SDGs を学びたいですか？」では、「とても思う」+「まあまあ思う」が前回 75.6％⇒81.7％と 

⼤幅増。 
 

 
【教員⽤】 

☑認知度（「よく知っている」+「ある程度知っている」）が前回43.4％⇒83.7％と⼤幅増。 
☑SDGs に関する教育を「⾏っている（⾏う予定）」が 17.8％⇒43.2％と⼤幅増。 
☑SDGs に関する研究を「⾏っている（⾏う予定）」が 21.0％⇒38.3％と⼤幅増。 
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【令和３年度開講科⽬におけるSDGsの関連状況】 
  令和３年度のシラバス（授業計画）から、講義等を担当する各教員がSDGsの17⽬標のいずれに関連するか、

あるいは否かを判断し⼊⼒できるシステムに改修しました。その結果、令和３年度に本学が開講する全4158科⽬
のうち、3446科⽬がSDGsの17⽬標のいずれかに関連することがわかりました（全体の82.9％）。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽬標別では、1 位が⽬標 4「質の⾼い教育をみんなに」が 1557 科⽬、2 位が⽬標９「産業と技術⾰新の基盤
をつくろう」で 1056 科⽬、3 位が⽬標３「すべての⼈に健康と福祉を」で 962 科⽬となっています。 

 
 

【今後の展望】 
○本学の学⽣･教員のSDGs認知度は、昨年度の取組効果もあり、80％以上になりましたが、今年度もさらなる“

empower!”を継続し、年度末の「第3回SDGsに関する意識調査アンケート」では、回答率の向上を図りなが
ら、90％以上の認知度を⽬指します。 

○新開講の基盤共通教育科⽬「YU empowering with SDGs」の教育効果を⾒極めつつ、ローカルからグローバル
SDGs ⼈材教育への展開、さらには各学部における専⾨教育への波及を図ります。 

 
 
 
 
 

お問い合わせ 
YU-SDGs タスクフォース    
エンロールメント･マネジメント部国際交流課･課⻑ 今野 浩美 
TEL  023-628-4118 メール rgkokusai＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

3446, 83%

712, 17%

SDGsに関連するか否か？

SDGsに関連する
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【令和３年度「YU empowering with SDGs〜ローカルSDGsの実践〜」シラバス】 

担当教員：林⽥光祐、栗⼭恭直、下平裕之、古川英光＋外部講師７名 
担当教員の所属：YU-SDGsタスクフォース＋やまがたSDGs推進ネットワーク（YES-Net） 
開講学期：前期  単位数：2単位  開講形態：講義  領域：応⽤と学際 
 

【授業概要】 
・授業の⽬的 

  2015年9⽉の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された2030年 
までに持続可能でより良い世界を⽬指す国際⽬標（SDGs : Sustain-able Development Goals）のアウトラ 
インと特徴を理解した上で、本学のSDGsに関連する教育･研究と⼭形県内の企業･⾃治体における先進的な 
SDGsの実践を学ぶことによって、“⾃分ごと”としてSDGsを捉え､⾏動できるようになることを本授業の⽬ 
的とする。 

 
・到達⽬標 

  1）SDGsのアウトラインと本学を含むローカルSDGsの実践を理解する。 
2）1）を理解した上で、“⾃分ごと”として SDGs の達成に貢献しうる⾏動ができるようになる。 

 
【授業計画】 

・授業の⽅法  
1） この授業は対⾯の講義形式で⾏うことを原則とする（新型コロナ感染症の状況によりオンラインで⾏う 

こともある）。 
2） 主担当教員や副担当教員（YU-SDGsタスクフオースメンバー教員）、さらにはローカルSDGsの実践者 

（企業、⾃治体等）によるオムニバス講義を⾏い、幅広いSDGsの知識と実践を学修できる。 
3）2）による学修後に、“⾃分ごと”として⾏動できるような⾏動計画をグループでまとめ、⼝頭発表を⾏ 

う。グループは受講者の⼈数に応じて第3回⽬の授業で編成する。 
 
・⽇程 ⽉曜⽇7〜8校時 14:40〜16:10 

第1回（4⽉19⽇） ガイダンス・SDGsのアウトライン（オンデマンド） 
第2回（4⽉26⽇） YU-SDGsとやまがたSDGs推進ネットワーク（YES-Net） 
第3回（5⽉10⽇） グループ分けと今後の活動の説明   
第4回（5⽉17⽇） 外部講師による講義  飯豊町企画課 ⾼橋弘之課⻑ 様 
第5回（5⽉24⽇） 同上  (株)モンテディオ⼭形 神村昌志営業部⻑ 様 
第6回（5⽉31⽇） 同上  ⽇本たばこ産業(株)⼭形⽀店  墨⾕健⼆⽀店⻑ 様 
第7回（6⽉ 7⽇） 同上  (株)⼭形新聞社  峯⽥益宏編集局次⻑ 様 
第8回（6⽉14⽇） 同上  ⼭形⼤学⽣活協同組合  ⾼橋直也専務理事 様 
第9回（6⽉21⽇） 同上  リコージャパン(株)⼭形⽀社  佐藤亮敏 様 
第10回（6⽉28⽇） 同上  NPO法⼈知⾳  ⼭﨑多代⾥代表 様 
第11回（7⽉ 5⽇） グループ別活動（オンラインを使⽤する場合がある） 
第12回（7⽉12⽇） グループ別活動（オンラインを使⽤する場合がある） 
第13回（7⽉19⽇） グループ別活動（オンラインを使⽤する場合がある） 
第14回（7⽉26⽇） 発表会 
第15回（8⽉ 2⽇） まとめ 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE  
                                令和３年（2021年）５⽉13⽇ 

リコージャパン(株)と⼭形⼤学の提案企画が⼭形県委託業務に2年連続共同採択 
〜 学習会を通して若者の環境への理解促進をサポート 〜 

 
 
【本件のポイント】  

● 昨年度に引き続き⼭形県の委託業務である「若者向け環境SDGsワークショ 
ップ開催⽀援」にリコージャパン株式会社と⼭形⼤学による共同企画が採択 
された。 

● リコージャパン株式会社のこれまでのSDGｓに蓄積されたノウハウを活か 
し、⼭形⼤学をはじめとする県内⾼等教育機関の⼈材が講師を努め、県内 
の⾼校、短⼤、⼤学等を対象にSDGｓの環境に関するワークショップを開 
催する。 

【概要】 

⼭形県が企画提案を募集した「令和３年度若者向け環境 SDGｓワークショップ開催⽀援業務」に、リコージャ
パン株式会社⼭形⽀社と⼭形⼤学が提案した企画が昨年に引き続き採択されました。この事業は、持続可能な開
発⽬標（ＳＤＧｓ）、地球温暖化及び気候変動適応に関するワークショップの開催を⽀援することにより、「環
境・経済・社会」の相互の関わりを踏まえた環境問題に対する若者等の理解を促進するとともに、環境問題の「⾃
分ごと」化及び意識変⾰や率先⾏動につなげ、ゼロカーボン社会の実現に貢献できる⼈材の育成を図ることを⽬
的とするものです。（委託期間：契約締結⽇〜令和４年 3 ⽉ 11 ⽇、事業費（委託上限費）：2,000,000 円）。 

ワークショップの開催を希望する学校等が「SDGs（環境分野）」「地球温暖化」「気候変動適応」の中から学
習テーマを選定し、学習会でグループワーク等を取り⼊れながら、座学だけでなく参加型の学習を通して、参加
者⾃らが考え、意⾒を述べ、参加者同⼠が多様な考えを共有することで、環境への理解促進を図ります。  

 
【昨年度の実績について】 

  昨年度 10 校（⾼校 10・⼤学１）から申し込みがあり 13 回開催し、477 名の参加者があった。サステナミューズ
代表の佐藤⽒による SDGｓのカードゲームを始め、エネルギー・地球温暖化・プラスチックなど講演会が⾏われ
た。 

 
【ワークショップについて】 

SDGs を知り、地域の中で「⾃分ごと化」するきっかけにつながる教育コンテンツを提供し、地域における「ロ
ーカル SDGs」の推進、ひいては、中⻑期での⼭形における地域創⽣推進のための⼈材の育成を⽬指す。 
県内の⾼校、短⼤、専⾨学校、⼤学及び⼤学院を対象に５⽉から募集を⾏い、来年 3 ⽉までに2０回以上の実施
を予定している。 
・単なる座学ではなく、アクティブ・ラーニングの⼿法を中⼼とする。（レクチャー、グループディスカッショ 

ン、⼭形⼤学⽣連携でのワークショップ、ゲーミフィケーション等） 
・グローバルな社会課題、環境問題とその解決策に対しての科学的なアプローチを学ぶ。 
・企業の CSR 活動や課題認識の理解を通じ、イノベーションの種ができる学びを⾏う。 
・⼭形県の地域課題に特化したシミュレーションゲーム体験を通じて、ローカルSDGs を体感的に習得する。 
県内の⼤学が連携して講師を努めながら、SDGs の普及活動を学⽣参画のもと⾏っていく。 
対⾯での講義形式の他に、新型コロナウイルス感染症への対策として、⼤学と会場とを遠隔システムを使って開
催するオンラインでの講義など、状況に応じ新しい⽣活様式に準拠して実施する。 

 

 

 

 



 

 

お問い合わせ   
学術研究院 教授 栗⼭ 恭直 （理学部担当／有機化学・光化学） 
TEL  023-628-4586（教員居室） 

023-628-4506（⼭形⼤学SCITA センター）  
メール  su187@kdw.kj.yamagata-u.ac.jp 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE 

令和３年（2021年）５⽉13⽇ 

教職の魅⼒創造プロジェクト 
〜PR動画が完成しました！〜 

【本件のポイント】  
● 全国的にも本県にとっても教員志願者数の減少が深刻であり、

教職を⽬指す優秀な⼈材の裾野を広げることは喫緊の課題とな
っている。 

● 本プロジェクトは、こうした課題に⼤学、教育委員会、地域が
⼀体となって取り組む先駆的な事例として、⽂部科学省の委託
事業「令和２年度教員の養成・採⽤・研修の⼀体的改⾰推進事
業」に「教職の魅⼒向上に関する取組」の中で第⼀位の評価で
採択された。 

● 本プロジェクトに参加した学⽣が中⼼となり、地元企業と協働して教職を⽬指す魅⼒をPRする動画を作成。
県内の中学校や⾼校等での活⽤を通して教職に対する関⼼を喚起し、⼭形県内の教員養成を担う学部への進学
者、教員志願者の増加につながることが期待される。 

【概要】 

 教員志願者数の減少が深刻な事態となっています。特に本県は、⼤学進学率の停滞、教員志願者数の減少が顕
著です。教員の⼤量退職・⼤量採⽤が進⾏する現在、教職を⽬指す優秀な⼈材の裾野を広げることは喫緊の課題
です。本学⼤学院教育実践研究科と地域教育⽂化学部では、教職を⽬指す県内の⾼校⽣や⼤学⽣を主体として、
⼭形県教員委員会と協働して、令和２年度から、教職の魅⼒を作り出すプロジェクト「教職の魅⼒創造プロジェ
クト」を企画・実施してきました。このプロジェクトは、こうした課題に⼤学、教育委員会、地域が⼀体となっ
て取り組む先駆的な事例として、⽂部科学省の「令和２年度教員の養成・採⽤・研修の⼀体的改⾰推進事業」に
「教職の魅⼒向上に関する取組」の中で第⼀位の評価で採択されました。 

活動の柱は、⾼校⽣、⼤学⽣が活動を通して⾃ら「教職の魅⼒」を⾒出だす「教職の魅⼒創造プログラム」と、
⾼校⽣と⼤学⽣も参加し、⼤学、県教育委員会が⼀体となって教職志願への早期啓発を推進する「教職の魅⼒創
造プラットフォーム会議」です。 

昨年度の活動を基に、本プロジェクトに参加した本学の学⽣が中⼼となって、株式会社⽥宮印刷、株式会社
FLOT と協働して⼤学に進学して教職を⽬指す魅⼒を PR する動画を作成しました。今回の動画は、⾼校⽣はも
ちろん、これまで本学がターゲットにできていなかった中学⽣とその保護者も視聴者として想定して作成しまし
た。動画は本学地域教育⽂化学部に特設ページを設け、誰でもご覧いただけます。中学校や⾼校のキャリア教育
等、様々な場⾯でご活⽤ください。 

【プロジェクト創設の背景】 
⼤学進学率の停滞、教員志願者数の減少は本県に

とって喫緊の課題となっています。しかし、こうした
課題に、⼤学と教育委員会、地域が⼀体となって取り
組む事例はまだ多くはありません。本学では、全国に
先駆けた先進事例の創出を⽬指し、「教職の魅⼒創造
プロジェクト」を⽴ち上げました。 

【教職の魅⼒創造プロジェクトとは】 
 本プロジェクトでは、本学教員、⼭形県教育委員
会、本県公⽴学校校⻑、プロジェクト企画のプログラ
ム参加校の教員、そして、本学学⽣と⾼校⽣も参加す
る「教職の魅⼒創造プラットフォーム会議」を設置
し、地域との⼀体的な活動を推進してきました。 
活動の柱は「教職の魅⼒創造プログラム」です。⾼校



 

⽣と⼤学⽣、社会⼈が対等に学び合う場である「学びのフォーラム」、⾼校⽣と⼤学⽣の共同インターンシップ
「⼩学校教員体験セミナー」、⼤学⽣と教員の対話の場「恩師聞き書き」の３つの活動で構成しています。昨年度、
本学学⽣を中⼼として、⾼校⽣の声をいかし、株式会社⽥宮印刷、株式会社ＦＬＯＴと協働して、これらの活動を
基盤としたＰＲ動画を作成しました。 
 

 

 
【PR 動画の活⽤のお願い】 

 この PR 動画は、中学⽣や⾼校⽣が、⼤学に進学し教職を⽬指すことをイメージできるように作成しました。本
学地域教育⽂化学部の特設ページから動画をご覧いただけます。中学校や⾼校のキャリア教育等、様々な場⾯で
の活⽤をお願いします。 
 お問い合わせ    

学術研究院 准教授 森⽥智幸（教育学／⼤学院教育実践研究科担当） 
TEL  023-628-4396  メール morita@e.yamagata-u.ac.jp 

1.5 

304 

398 
4.9 



2.7

文部科学省(R2.3.3.)

公立学校教員採用選考試験の実施状況のポイントより作成

山形県公立小学校教員採用 受験者数・採用者数・競争率の推移

文部科学省「公立学校教員採用選考試験の実施状況について」（平成26年度から令和元年度）
山形県公立学校教員選考試験第二次選考試験合格者数一覧（令和２年度、３年度）より作成

1.5

4.9
398

304

深刻な課題 教員志願者数の減少

次の一手 大学・教育委員会・学校
一体となった取り組み

全国公立小学校教員採用 受験者数・採用者数・競争率の推移

令和3年度

教職の魅力創造
プロジェクト



教職の魅力創造
プロジェクト

全国に先駆けて

はじめました。 教職の魅力創造プロジェクト

第1位の評価で採択
文部科学省

令和２年度教員の養成・採用・研修の一
体的改革推進事業

（教職の魅力向上に関する取組）



教職の魅力創造
プロジェクト

協働的に推進します。 教職の魅力創造
プラットフォーム会議

大学生 高校生

副学長
（教育担当理事）

地域教育文化学部
学部長

大学院教育実践研究科
研究科長

大学教員 高校教員

県教育委員会

公立学校
校長

（高・義務）



教職の魅力創造
プロジェクト

魅力発見！
プログラムをつくりました。

教職の魅力創造
プログラム

学びの
フォーラム

恩師
聞き書き

教員
体験セミナー

高校生・大学生・社会人の
合同ゼミナール

高校生・大学生の
合同インターンシップ

大学生と教員の
対話の場

※県教委との共催



教職の魅力創造
プロジェクト

魅力を伝えたい！
PR動画をつくりました。

地域教育文化学部
大学院教育実践研究科

教職の魅力創造プロジェクト
特設サイト

地域教育文化学部
バーチャルオープンキャンパスサイト



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和３年（2021年）５⽉13⽇ 

⼭形の⾷の魅⼒発信「やまがた⾷育・地産地消ガイド2020」を発刊 
〜⾷育・地産地消推進プロジェクトの成果〜 

 
【本件のポイント】  

● 本学地域教育⽂化学部の学⽣が主体的に取り組んだ、⾷育
・地産地消推進活動の成果として、「やまがた⾷育・地産
地消ガイド2020」を発刊。 

● ⾷育・地産地消をキーワードに、⼭形県の地場産⾷材を使
った料理や郷⼟料理の調理動画の作成、地産地消に積極的
なお店の紹介などの情報を発信！！ 

●⾷育・地産地消推進活動を通してSDGsの⽬標達成への貢
献を⽬指す。 

【概要】 
⼭形⼤学地域教育⽂化学部では、3 年⽣を対象とした授業「フィールドプロジェクト（FP）」（令和 2 年度）

の中で、⾷育・地産地消を推進するためのプロジェクト（C4）を実施しました。昨年度はコロナ禍において活動
が制限される中、Ymgt Eats（※1）のメンバーとして学⽣が⾏った活動の成果を、「やまがた⾷育・地産地消ガイ
ド 2020」としてまとめ、令和３年 3 ⽉、冊⼦として発刊しました。主な内容は、①⼭形県の地場産⾷材（⾚根ほ
うれん草、⾷⽤菊）や郷⼟料理（納⾖汁）の紹介と調理動画（QR コードを読み込み、YouTube で視聴）、②地
産地消に取り組むお店（2 店舗）へのインタビューとなっています。希望者には、送料⾃⼰負担にて無料で配布
いたします。詳細は、お問い合わせ先まで。 

【取り組み内容と成果】 
「フィールドプロジェクト（FP）」は、地域教育⽂化学部 3 年⽣を対象とした必修の授業科⽬で、異なる専⾨

分野で学ぶ３年⽣が、協働的、能動的（アクティブ）に地域と連携した活動を実施することを⽬的にしています。
学内での学びのみに終始せず、実際に⾏政や関係機関と密接な関係を構築し、何よりも地域の⽅々と直接的に交
わり関わり合う中で、実践的な思考と知⾒とを得ることを⽬指してます。 

令和 2 年度の授業において、⾷育・地産地消を推進するためのプロジェクト（C4）を実施しました（担当：
楠本健⼆准教授）。コロナ禍において、活動が制限される中、Ymgt Eats メンバー11 名が企画から意⾒を出し合
って実施した活動の成果として「やまがた⾷育・地産地消ガイド 2020」をまとめ、冊⼦として発刊しました。⼭
形県の在来作物（伝統野菜）である⾚根ほうれん草、⼭形県の特産品である⾷⽤菊、⼭形県の郷⼟料理である納⾖
汁を取り上げ、プロジェクトメンバーがそれぞれの班に分かれて⾷材や郷⼟料理について学び、調理動画を撮影、
編集しました。動画は冊⼦内の QR コードを読み込むことで視聴することができます。 

活動を通して学⽣⾃らの⾷育や地産地消に関する知⾒も深まりました。⾷育の重要性が⾔われている中で、⼤
学⽣を中⼼とした若い世代が郷⼟料理や地域の特産⾷材についての情報を発信することによって、これまで関⼼
を⽰していなかった同世代の⼈たちに少しでも興味を持ってもらうきっかけを作ることができれば幸いです。 

 
【今後の展望】 

完成したガイドブックは、学内を中⼼に様々な場所で配布する予定です。なお希望者にも配布し、活⽤いただき
たいと考えています。近年、持続可能な開発⽬標（SDGs）の達成に向けた活動が多く⾏われている中で、⾷育活
動も、SDGs の達成に貢献できるものだと考えられており、注⽬されています。YU-SDGs EmpowerStation
（https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/index.html）へも本活動を登録しています。今後、様々な関連団体との連携を
模索しながら本活動を継続し、SDGs の⽬標達成への貢献ができればと考えています。 

 



 

 
 
 
 
 
 

※⽤語解説  
１．Ymgt Eats：⼭形の⾷の魅⼒を伝えるための活動団体名として学⽣たちが考えました。Yamagata Eats（ヤマ
ガタ イーツ）と読みます。併せてロゴマークも考え、Ymgt Eats の⽂字のそれぞれの⾊が、SDGs の 8 つの⽬標
の⾊となっています。ガイドブックの裏表紙に掲載されています。 

 

お問い合わせ    
学術研究院 准教授 楠本健⼆（栄養学／地域教育⽂化学部担当） 
TEL  023-628-4464  メール kusumoto＠e.yamagata-u.ac.jp 



山形の食の魅力発信！！
「やまがた食育・地産地消ガイド2020」を発刊
～食育・地産地消推進プロジェクトの成果～

山形大学地域教育文化学部地域教育文化学科
文化創生コース 佐藤 駿
児童教育コース 佐藤朱音
実施参加者：11名（文化創生コース10名、児童教育コース1名）



本活動の目的

地域において食育・地産地消を推進する役割
を担うことのできる人材になる

学生が主体的・積極的にコミュニケーション・協働



活動開始の前に

• 活動団体名を考えた
Ymgt Eats（ヤマガタ イーツ）。
私たち、は山形県の食育・地産地消を推進することを目的として
結成しました。
活動を通して山形の食育・地産地消に関する情報、身近なところ
に存在する山形の誇れるお店の数々を多くの人に知ってもらいた
いと考えています。

• 活動のためのオリジナルTシャツの作製
本団体が一丸となって活動するための共通のTシャツをデザイン作
製した。



食育・地産地消推進のための食育パンフレッ
ト（小冊子）づくり

活動の概要

【詳細】
①山形の食材を使った料理のレシピ動画制作
②地産地消に取り組むお店へのインタビュー
③パンフレット（小冊子）の作成と情報発信

コロナ禍における活動の制限。。。



①山形の食材を使った料理のレシピ動画制作

メンバーを3つのグループに分けて活動を進めた。

【活動内容】
• 山形県の郷土料理や食材についての調査
• 作ってみたい料理や使ってみたい食材の選定
• 実際に調理するレシピの決定
• 調理風景の撮影＆編集を行いレシピ動画を作成



①山形の食材を使った料理のレシピ動画制作

食用菊とブロッコリーのパスタ 納豆汁 赤根ほうれん草と菊の生春巻き

【実際に調理したもの】



①山形の食材を使った料理のレシピ動画制作

【食用菊とブロッコリーのパスタ】



①山形の食材を使った料理のレシピ動画制作

【納豆汁】



①山形の食材を使った料理のレシピ動画制作

【赤根ほうれん草と菊の生春巻き】



②地産地消推進に取り組むお店へのインタビュー

【活動内容】
• 山形市のホームページ「山形市地産地消の店一覧」
やメンバーの見聞を参考に地産地消に取り組むお店
を調査

• 適切なお店をリストアップし実際に連絡を取る
• インタビュー時の質問を考える
• 実際にインタビューする

2店舗のお店にインタビューを行った。



②地産地消推進に取り組むお店へのインタビュー

アンフィニカフェ 居酒屋スナックわらべ

【実際にインタビューしたお店】



②地産地消推進に取り組むお店へのインタビュー

【アンフィニカフェ】



②地産地消推進に取り組むお店へのインタビュー

【居酒屋スナックわらべ】



③小冊子の作成と情報発信

【活動内容】
• ①（料理）についてこれまでやってきたことをまとめる
• ②（インタビュー）についてこれまでやってきたことを
まとめる

• それらを合わせて小冊子を作成し学内や町に情報発信
• FPのTシャツで活動をPR

①と②の活動をまとめ小冊子にした。



③小冊子の作成と情報発信

【実際に作成したページ】



③小冊子の作成と情報発信

【実際に作成したページ】



実施成果

• 今回のYmgt Eats結成兼、活動第１弾を通して山形
市の魅力を再確認したと同時に私たちメンバー一人
一人の主体性、積極性を高めることが出来た。

• 食育・地産地消に関心を持つことが出来た。

• 今回うまくいかなかった部分（課題）についても今
後改善する方法について考えることが出来た。



今後の予定

• 小冊子の内容を見直しながらより完成度の高いものを作り上
げていく

• 内容についても吟味し、第2弾、第3弾へと続かせる

• インタビューに協力してくれたお店や学内に小冊子を置いて
もらえるようにする

• 引き続き食育・地産地消に関する活動、情報発信をしていく

YU-SDGs EmpowerStationへの登録
（https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/index.html）

https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/index.html




 

プ レ ス 通 知 資 料               （概 要） 
令和 3 年(2021 年)5 ⽉ 13 ⽇ 
⼭ 形 ⼤ 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 
  

１．⼭形県⽴博物館開館50周年記念特別展に⼭形⼤学理学部も協⼒します 
⼭形県⽴博物館の開館 50 周年記念特別展にあわせて開催される記念講演会において、⼭形⼤学の横⼭

潤教授（多様性⽣物学／理学部担当）が植物の分類に関する演題で講演を⾏います。 
 

【⼭形県⽴博物館 特別展「1971―やまはく誕⽣物語−」】 
開催期間：令和 3 年 6 ⽉ 5 ⽇（⼟）〜 8 ⽉ 29 ⽇（⽇） 9:00〜16:30  
内 容：⾃然観察イベント、記念講演会、展⽰解説会 

 
＜記念講演会＞ 

⽇ 時：令和 3 年 7 ⽉ 31 ⽇（⼟）13:30〜15:00 
    場 所：⼭形県⽴博物館 本館講堂（〒990-0826 ⼭形市霞城町 1 番 8 号） 

     講 師：横⼭ 潤 教授（⼭形⼤学学術研究院（多様性⽣物学／理学部担当）） 
     演 題：「植物の分類 今昔物語 〜リンネから APG」 

申込み：事前申込み制（定員 25 名、7 ⽉ 13 ⽇（⽕）より⼭形県⽴博物館で受け付け）で、 
講演会の参加には⼊館料が必要（⼊館料（⼤⼈ 300 円、学⽣ 150 円））。  

 
 

２．⼭形⼤学公開講座「憧憬の⽂学 ⽂学の憧憬」のご案内 
⼭形⼤学公開講座「憧憬の⽂学 ⽂学の憧憬」を開催します。本学⼈⽂社会科学部担当教員 5 名が、⼩ 

説から戯曲までさまざまな側⾯から考察します。 
 
⽇ 時：6⽉1⽇･8⽇･15⽇･22⽇･29⽇ （いずれも⽕曜⽇）の全5回 
場 所：⼭形⼤学⼩⽩川キャンパス（⼭形市）、オンライン（Zoom）【時間】各回 18：30〜20：10 
    （感染状況によっては、実施⽅法を変更する場合があります。） 
対象・受講料：⼀般2,000円、⼤学⽣・⾼校⽣無料 
定 員：対⾯30名、オンラインなし 
募集期間：5⽉10⽇（⽉）〜5⽉20⽇（⽊） 
 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和3年（2021年）5⽉13⽇ 

⼭形県⽴博物館開館50周年記念特別展に 
⼭形⼤学理学部も協⼒します 

 
【本件のポイント】  

● ⼭形県⽴博物館は令和3年度に開館50周年を迎えます。このことを記念し
て、令和3年6⽉5⽇（⼟）から8⽉29⽇（⽇）までの期間、特別展を開催す
るとともに、記念イベントを実施します。 

● この特別展にあわせて開催される記念講演会（令和3年7⽉31⽇（⼟））に
おいて、⼭形⼤学の横⼭潤教授（多様性⽣物学／理学部担当）が植物の分
類に関する演題で講演を⾏います。 

【概要】 

⼭形県⽴博物館は、県下最⼤の総合博物館として昭和 46（1971）年 4 ⽉に開館し、本年 50 周年を迎えま
す。このことを記念して、博物館では令和 3 年 6 ⽉ 5 ⽇（⼟）から8 ⽉ 29 ⽇（⽇）までの期間、特別展を開催
するとともに、記念イベントを実施します。記念イベントは、⾃然観察イベント、記念講演会、展⽰解説会からな
り、このうちの記念講演会において、⼭形⼤学学術研究院の横⼭潤教授（多様性⽣物学／理学部担当）が「植物
の分類 今昔物語 〜リンネから APG」と題して講演を⾏います。これは、同博物館初代館⻑の結城嘉美⽒が
植物の分類を専⾨にし、⼭形県の植物に関する数多くの書籍を著すなど、県下の植物の研究に尽⼒したことに関
連して開催されるものです。 

 
 

【⼭形県⽴博物館 特別展「1971―やまはく誕⽣物語−」】 
開催期間：令和3年6⽉5⽇（⼟）〜 8⽉29⽇（⽇） 9:00〜16:30（⼊館は16時まで）  
休館⽇：⽉曜⽇（8⽉9⽇（⽉）は開館、翌10⽇は休館） 
内 容：⾃然観察イベント、記念講演会、展⽰解説会 （※詳細は別添のチラシをご覧ください。） 
 

＜記念講演会＞ 
⽇ 時：令和3年7⽉31⽇（⼟）13:30〜15:00 

   場 所：⼭形県⽴博物館 本館講堂（〒990-0826 ⼭形市霞城町1番8号） 
    講 師：横⼭ 潤 教授（⼭形⼤学学術研究院（多様性⽣物学／理学部担当）） 
    演 題：「植物の分類 今昔物語 〜リンネからAPG」 

申込み：事前申込み制（定員25名、7⽉13⽇（⽕）より⼭形県⽴博物館で受け付けます）で、講演会の参 
加には⼊館料が必要です（⼊館料（⼤⼈300円、学⽣150円））。  

 
 

 お問い合わせ  
学術研究院教授（多様性⽣物学） 横⼭ 潤 
TEL  023-628-4772  メール jyokoyam＠sci.kj.yamagata-u.ac.jp 



令和３年

６月５日（土）～
８月29日（日）

山形
県立
博物
館誕
生の
秘密
を大
公開
！

開館時間
休 館 日
入 館 料 

／午前９時～午後４時30分（入館は午後４時まで）
／月曜日　※ただし８月９日㈪は開館、翌１０日は休館
／大人300円 （20名以上の団体150円）
学生150円 （20名以上の団体  70円）　
※高校生以下は無料。障がい者とその付添いの方は無料。
　「学生」には専門学生等を含む。主催：山形県立博物館

協力：株式会社ナガオカ　株式会社山下設計　旧米沢高等工業学校本館記念館　公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構
酒田市立光丘文庫　フロラ山形　山形県立東桜学館高等学校　山形県立東桜学館高等学校同窓会・桜友同窓会（楯岡高等学校）　
山形市野草園　山形新聞社　山形大学理学部　山形放送株式会社　米沢市田沢コミュニティセンター　個人ほか

山形県立博物館
〒990-0826　山形県山形市霞城町１番８号
Tel 023-645-1111　Fax 023-645-1112
URL http://www.yamagata-museum.jp/

令和
３年
度 
山形
県立
博物
館 
特別
展

おかげさまで50周年



　1971年（昭和４６）に山形県立博物館が開館し、今年、2021年で50周年を迎えます。この間、
山形県に関連する資料を多岐にわたり収集・展示するとともに、地域の自然や歴史・文化について
学ぶ場を提供し、1978年（昭和53）のヤマガタダイカイギュウ化石発掘、2012年（平成24）の
西ノ前遺跡出土土偶の国宝指定などは県民にとって大きなトピックスとなりました。
　本展示会では、開館した当時をしのぶ資料や博物館建設時の設計図、映像、初代館長「結城嘉美」
の業績等を紹介し、山形県の宝を後世に伝える施設として博物館が誕生した瞬間にせまります。

展示解説会
①6月5日㈯  （5月18日㈫より受付）
②7月3日㈯  （6月15日㈫より受付）
③8月7日㈯  （7月20日㈫より受付）
　いずれも午後１時３０分から2時（３０分程度）

（第３展示室）

記念イベント
自然観察イベント
山形県立博物館管理の「琵琶沼」周辺を含む自然学習活動
①６月１９日㈯  午前９時３０分～１２時３０分 （5月19日㈬より受付）
　「大人の遠足　夏山歩」　参加者１５名
　※協力：公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構
②６月２６日㈯  午前９時～午後3時 （6月8日㈫より受付）
　「自然学習会」　県民の森会場

記念講演会
７月３１日㈯  午後1時３０分～3時 （7月13日㈫より受付）
講師：山形大学　理学部教授　横山　潤　氏
演題：「植物の分類 今昔物語　～リンネからAPG」

（本館講堂） 定員25名程度

JR山形駅より約10分
山形道山形蔵王ICより5㎞（約15分）
東北中央道山形中央ICより3㎞（約10分）
※正面駐車場10台（無料）

◆徒歩
◆車

交
通
案
内

　山形県立博物館を設計した「山下寿郎設計事務所仙台
支店（現株式会社山下設計東北支社）」の創設者山下寿
郎は山形県出身です。当時の設計図から博物館設立に込
められた想いを読
み解き、開館当時
の貴重なニュース
映像などを通して、
博物館誕生の瞬間
にせまります。 設計図設計図

　開館から５０年の歩みを、写真
や収蔵資料で振り返ります。ヤマ
ガタダイガイギュウ化石の実物
展示や今まで開催された展示会
関連資料の一部を展示します。 ヤマガタダイカイギュウ頭骨化石ヤマガタダイカイギュウ頭骨化石

　1960～1970年代の様々な電化
製品や生活用品を展示し、当時の出来
事を併せて紹介することで、博物館設
立の時代を振り返ります。

公衆電話
（旧米沢高等工業学校本館記念館 蔵）

公衆電話
（旧米沢高等工業学校本館記念館 蔵）

　開館した山形県立博物館で初代
館長として尽力した結城嘉美の業績
を紹介します。
　県立楯岡高等学校（現東桜学館高
等学校）校長時代の資料、自身が作
製した植物標本、結城が晩年研究を
熱望した両羽植物図譜（県指定文化
財・酒田市光丘文庫 蔵）などを展示
します。 ユウキシダレ標本ユウキシダレ標本

すべての「記念イベント」「記念講演会」「展示解説会」は事前申込み制となります。詳しくは当館ホームページをご確認ください。※申込みはホームページからのみ。



配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和３年（2021年）5月13日 

山形大学公開講座「憧憬の文学 文学の憧憬」のご案内 
 

【本件のポイント】  
 
● 令和3年度山形大学公開講座「憧憬の文学 文学の憧憬」を開催します。 
● 対面（定員30名）のほか、オンライン（定員なし）での受講も可能。 
● 一般2,000円、大学生・高校生無料。申込み受付は5/20まで。 

【概要】 

山形大学公開講座「憧憬の文学 文学の憧憬」（全5回）を令和3年6月毎火曜日に開催します。 
日本で、ヨーロッパで、アメリカで、人間はなにへのどのような憧憬を描き、いかなる文学として昇華してきた
のか。そして憧憬を描いた作品はさらにどこへ飛翔してゆき、読者はどう受け止めてゆくのか。本学人文社会科
学部担当教員5名が、小説から戯曲までさまざまな側面から考察します。 
本講座は対面のほか、オンラインでも受講いただけます。一般2,000円、大学生・高校生無料。お申し込みはチ
ラシ添付の振込用紙または下記お問い合わせまで。 

 
【講座の概要】 

 いまここにないもの、いないひと。近代市民社会が成立しつつある19世紀初頭ヨーロッパにはじまるロマン主
義は、現実を超えたなにか、理性の先のなにかといったさまざまな対象を描いた。そして、このロマン主義文学に
限らず、なにものかへの「憧れ」は、ジャンルを問わずつねに文学的衝動の根幹をなし、刹那的な文学思潮として
いつかはじまりいずれ消えるのではなく、古代から現代にいたるまで生き続けているともいえるだろう。 
 文学は憧れを描き、同時に憧れは文学を求める。 
 日本で、ヨーロッパで、アメリカで、人間はなにへのどのような憧憬を描き、いかなる文学として昇華してきた
のか。そして憧憬を描いた作品はさらにどこへ飛翔してゆき、読者はどう受け止めてゆくのか。五回の講座のなか
で、小説から戯曲までさまざまな側面から考えていきたい。 
 

 【プログラム】 
6月1日（火）「最上義光と連歌―戦乱の世に見た夢―」／准教授 生田慶穂 
6月8日（火）「憧れの時間軸―ケイト・ショパンとトニ・モリスンー」／准教授 宇津まり子 
6月15日（火）「黒いボールと青い花―〈憧憬〉にまつわる自然とテクノロジーの対立―」／准教授 摂津隆信 
6月22日（火）「『日本浪漫派』と山形」／教授 森岡卓司 
6月29日（火）「文学について語る文学―トーマス・マン『ヴェニスに死す』における美への憧れを出発点に」 

／准教授 渡辺将尚 
 

【場所】山形大学小白川キャンパス（山形市）、オンライン（Zoom）【時間】各回 18：30～20：10 
（感染状況によっては、実施方法を変更する場合があります。） 

【対象・受講料】一般2,000円、大学生・高校生無料 【定員】対面30名、オンラインなし 
 【募集期間】2021年5月10日（月）～5月20日（木） 
 【お申し込み方法】指定の振込用紙（パンフレット添付）で受講料をお振り込みください。大学生・高校生はメール
で住所・氏名・電話番号・連絡先を下記お問い合わせにご連絡ください。 

 
 

 お問い合わせ    
小白川キャンパス事務部総務課社会連携推進室（企画広報） 
TEL  023-628-4505  メール kj-koho＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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